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複雑性尿 路感 染症 に対 す るTA-058の 使 用経験

植田 省吾 ・江藤 耕作

久留米大学医学部泌尿器科学教室

(主任:江 藤耕作教授)

1) TA-058を20例 の慢性複雑性尿路感染症 に使用 した。

2) 1日2g投 与群では全例無効 。1日4g投 与群では著効1例(10.0%),有 効3例(30.0%),

無効6例(60,0%)で 有効率は40,0%で あ った。

3) 細菌学的効果では1白29投 与群では20株 中6株(30.0%),1日4g投 与群では16株 中

8株(50.0%)が 除菌 され た。

4) 副作用では本剤 による と思われ るものはみ られなか つた。

緒 言

TA-058は 側 鎖 にN4-メ チ ル-D-ア スパ ラギ ン を結 合

した ア モキ シシ リン誘 導 体 の 半合 成 ペ ニ シ リン剤 でFig.

1の 様 な構造 式 を有 す る。

Fig. 1 Chemical structure of TA-058

今回,我 々は本剤を複雑性尿路感染症に使 用 し,臨 床

効果 を中心 に検討 したのでその成績 を報告する。

臨床的検討

1. 対象および方法

当科入院患者の うち慢性複雑性尿路感染症 を有す る20

症例 を対象 とした。

年齢分布は40～79歳(平 均年齢66.4歳)で あった。

対象疾患は慢性膀胱炎14例,慢 性腎盂腎炎6例 で 基礎

疾患 は勝胱腫瘍8例、 前立腺肥大症6例,尿 管結石,尿

道結石,前 立腺癌,腎 外傷,後 腹膜腫瘍,腎 腫瘍 のそれ

ぞれ1例 ずつであ った。

2. 投与方法および投与量

本剤 を1日2g投 与群(以 下A群)と1日4g投 与

群(以 下B群)の2つ にわけ,両 方 とも1日2回,1朝 夕

2回 に分けて点滴静注 にて5日 間投与した。

3. 効 果 判 定

臨床効果判定はUTI研 究会(昭 和55年6月19日)

のUTI薬 効評価基準(第 二版)お よび 補遺に準 じて行

った1,2)。

成 績

1. 臨 床 効 果

検討20例 の詳細 はTable1,2に 示す通 りである。

総合臨床効果 ではTable3,4に 示す ごとく,A群(29

投与群)は 全例無効で,B群(4g投 与群)で は著効1

例,有 効3例,無 効6例 であ り,総 合有効率はA群0

%,B群40.0%で 全体で20.0%で あった。A群 では膿

尿はいずれ も不変,細 菌尿 は1例 が菌交代を示し,9例

が不変であった。B群 では膿尿は,5例 が正常化,3例

が改善,2例 が不変で細菌尿は2例 が陰性化,2例 が減

少,1例 が菌交代,5例 が不変であった。

病態疾患群別ではTable5,6に 示すごとくA群 では

単独感染は1群1例,4群1例,混 合感染は5群4例,

6群4例 であ った。B群 では 単独感染 は1群2例,3

群1例,4群2例 の計5例 で混合感染は5群1例,6群

4例 の計5例 であった。Aお よびB群 では1群 は無効3

例,3群 では著効1例,4群 では有効1例,無 効2例,

5群 では無効5例,6群 では有効2例,無 効6例 であっ

た。

細菌学的効果 ではTable7,8に 示す ごとく,A群 で

はS.faecaltsの4株 中2株,S.mareescensの4株 中

1株,P.morganiiの3株 中1株、P.aeruginosaの3

株中1株,S.epidermidisの1株 中1株 が除菌された

がS.marcescensi E.cloacaeの3株,S. faecalis，

P.morganii, P.aeruginosaの2株, P.rettgeri, S

aureusの それぞれ1株 が存続 した。B群 ではS.fae-

calisの6株 中4株, S.epidermidis,S. marcescens,

S.saprephyticus, K.oxytceaの それぞれ1株 中1株 が
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Table 3 Overall clinical , efficacy of TA-058 in complicated U. T. I. 

Group A (I g•~ 2/day), 5 days treatment

Table 4 Overall clinical efficacy of TA-058 in complicated U. T. I. 

Group B (2 g•~ 2/day), 5 days treatment

Table 5 Overall clinical efficacy of TA-058 classified bytype of infection (2 g/day)
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Table 6 Overall clinical efficacy of TA-058 classified by type of infection (4 g/day)

Table 7 Bacteriological response to TA-058 in 

complicated U. T. I. (2 g/day)

* Persisted : regardless of bacterial count

Table 9 Strains* appearing after TA-058 

treatment in complicated U. T. I. 

(2 g/day)

* : regardless of bacterial count

Table 8 Bacteriological response to TA-058 in 

complicated U. T. L (4 g /day)

* Persisted : regardless of bacterial count

Table 10 Strains* appearing after TA-058 

treatment in complicated U. T. I. 

(4 g/day)

* : regardless  of bacterial count
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除菌され，S,faacalis、P.aeruginesaの そ れ ぞ れ2株,

Ecais, K.pneumonsae、E.aerogens， P.msrabilss

のそれぞれ1株 が 存続 した 。

A群 での除菌率 は20株 中6株(300%),B群 で の

除菌率は16株 中8株(500%)で あ った 。

投与後出現 菌 ではA群P.acraglnosa, P.margamis、

S.eptdermsdisの それ ぞ れ1株 が 出 現 しB群 で はS

faecium 2株,S,marcescens、E, cloacaeの それぞれ

1株 が出現 した(Table 9,10).

2. 副 作 用

自他覚的 には,本 剤に よる と考え られる副作用は認め

なか った。血液,生 化学的にはF19.2の 様な変動 を投

与前,後 に示 した。 症例10に おいてRBC,Htの 低下

をみたが,本 剤使用時は術後10日 目で 本剤使用直前に

Fig. 2 Laboratory data before and after TA-058 treatment

RBC Hb Ht

WBC S-GOT S-GPT

Al-P BUN Cr
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輸血 が行われてお り、本剤使用前のdataは みかけ上、

正常値 に復 していた と考え られ,本 剤投与直後,2週 間

後 も変動 な く,本 剤 による ものとは思われなかった、症

例11に おいて本剤投与後GOT, GPT, Al-Pの 上昇が

み られ たが,本 剤投与前2カ 月前の大量輸血による血清

肝炎であった事 が後の検査で櫨定 され た。また,症 例12

は貧血の増悪がみ られたが放射線療法 も同時にお こな っ

てお り,こ れに よるもの と考 えられ た。以上 のことより

本剤 と直接関係あ りと思われ る副作用は認めなか った。

考 按

TA-058はN4-メ チル-D-ア スパ ラギンを結合 したア

モキシシ リン誘導体で グラム陰性菌お よび グ気ム陽性薗

に対 し,広 範囲なスペ ク トル を有 し,効 果は殺菌的で し

か も摂取菌量の影響が少な く,高 い血中,組 織内濃度が

得 られる半合成ペ ニシリンと して開発 された3)。

今回,わ れわれは慢性複雑性尿路感染症に対 し本剤を

1日2g投 与群(A群)と4g投 与群(B群)と に分

けてその臨床効 果を検討 した。

A群 では有効率0%,B群 では 有効率40.0%と 有効

率 に差を認めた。

基礎疾患ではA群 は 悪性腫瘍が10例 中4例,B群 で

は10例 中7例 であ り,感 染防禦能の 一要素である基礎

疾患においてはむ しろB群 の方が悪性腫瘍の占め る比率

が高か った。

病態疾患群別 においては,A群 は単独感染2例,混 合

感染8例 であるのに対 し,B群 は単独感染5例,混 合感

染5例 であ り,A群 での混合感染の占める割合炉高 くな

っている。また,カ テーテル留置例 はA群5例,B群3

例であ った。

細菌学的 にはA群 は分離株20株 中グラム陽性菌は 魂

faecalis 4株,S.epidlermidis 1株,S.aureus 1株 で,

その他14株 はグラム陰性菌 であ り,グ ラム 陽性菌は6

株中3株(50.0%)が 除菌 され,グ ラム陰性菌 は14株 中

3株(21.4%)し か除菌 されなかった。 一方,B群 で

はグラム陽性菌は分離株16株 中S.faecalis6株,S

epidermidis 1株,S.saprophyticus 1株 の計8株 であ

り,他 の8株 が グラム陰性菌であった。 また,グ ラム陽

性菌は8株 中6株(75.0%)が 除菌 され,グ ラム陰性

菌は8株 中2株(25.0%)が 除菌 された。

MICと の関係において6.25μg/m1以 下はA群 では

20標 中5株,B群16株 中8株 とB群 に多 くを そのうち

A群 では2株(40.0%)、B群 では5株(82.5%)が

除菌 された。

以上の様 にA群 とB群 では投 与量のみでな く,病 態

群,分 離菌の分布に差がみ られ,こ れがA群 とB群 の有

効率の差の原因 とたった と考え られた。

今回,わ れわれ の使用経験では本剤はグラム陰性菌に

対 しては良い臨床効県 を得る ことが出来なかったが, S.

faecalisを は じめ とす るグラム陽性菌に対 しては良い臨

床効果が得 られた。

最近,β-lacta脚"に 対 して安定で膜透過性の良い、

いわゆる 第3世 代の セファロスポ リン剤が 多 く開発さ

れ,Enterobacter sp.,Serrotia sp.,indole(+) Pro-

teus等 の β-lactamaes魔 生グラム陰性菌に対 し強い抗

菌力 を持つ 様になった。 しか し,一 方では 殺菌力は弱

く,ま た,グ ラム陽性菌 に対 してはやや抗菌力が弱いと

いう不利な点がある4,5)。

今回のわれわれの使用経験 よ りTA-058は グラム陽

性菌に対 しては良好な成績が得 られた。今後,第3世 代

セファロスポ リン剤の多用にて危惧されるグラム陽性菌

感染症 および細菌叢の変動に対 し本剤がいかなる位置を

占めるか注 目したい。
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CLINICAL STUDIES ON TA-058 IN COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTION

SHOGO UEDA and KOSAKU ETO

Department of Urology, Kurume University School of Medicine

(Director: Prof. KOSAKU ETO)

1) TA-058 was administrated to 20 cases with complicated urinary tract infection.

2) The efficacy of the group given 2g was assessed to be poor in all cases and the efficacy of

the group given 4g was assessed to be excellent 1 case (10.0%), moderate 3 cases (30.0%) and poor

in 6 cases (60.0%), for an effectiveness rate of 40.0%.

3) In bacteriological results, out of 20 strains in the group given 2g 6 strains were eradicated

(30.0%), out of 16 strains in the group given 4g 8 strains were eradicated (50.0%).

4) No side effects were observed in all cases.


